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体重約 3 kgの白色ウサギに80mg/kgのフェノパルビタールを 4 日間の腹腔内投与し，最終の投与後一
日間絶食した。翌日， 3%パラフォルムアルデヒドにて頚動脈より潅流後に眼球摘出した。長期投与
例として 8 """16 日間腹腔内投与を行った。ただし，長期投与例では，ウサギのその日の状況によりフェ
ノパルビタールの投与の休止，減量，さらには輸液，ぶどう糖の投与を行った。眼球摘出後， 3 %パラ
フォルムアルデヒドで30分間固定し， 1 眼は液体窒素にて凍結し， -60oCにて保存し，鐙光抗体法によ




























本研究は薬物代謝の第一段階を掌るチトクローム P-450 (以下， P -450 と略する。)について，眼
球組織での検討を加えたものである。 P-450により mediate される Arylhydrocarbon hydroxy lase 活
性が，眼組織において高いことは知られていたが， P -450の存在は眼球組織が小さいために未だ確認
出来ていなかった。
著者は先ず分光学的に P-450の存在をウシ毛様体に証明した。次いで，ウサギにフェノパルビター
ルを投与すると P-450が眼組織にも誘導され，その局在が角膜・結膜・毛様体上皮にあることを示し
た。毛様体上皮障害の出現後，水晶体上皮に P-450が誘導されることを明らかにした。毛様体上皮は，
水品体等の眼内透明組織を栄養する眼房水を産生する部位であり，それが障害後に水晶体上皮に P-
450が誘導されることから毛様体が血液由来の薬物を除去し組織の恒常性維持に重要な役割を果た
している組織であることを示している。このことは薬物による実験的白内障発症や，緑内障に対する β­
遮断剤の無効化を考える時に極めて興味あることで，学位に値するものであるO
